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　トップランナー制度とは、家電製品やガス・石
油機器、自動車などエネルギーを消費する機器で
国が指定したものは、３〜 10年後の目標年度ま
で省エネ性を現在最も優れている製品より高める
ことを努力義務として定めたもの。現在、エアコ
ンやテレビ、冷蔵庫、ガス・石油温水機器など
23 種類の機器がこの制度の対象として指定され
ています。ちなみに建
物の断熱性能と設備機
器をあわせて住宅の省
エネ性を１次エネルギ
ー消費量で評価するト
ップランナー基準（住
宅事業建築主の判断の
基準）とは別の制度。
　今回閣議決定された
省エネ法の改正案で
は、家庭など民生部門の省エネ対策として、この
トップランナー制度の対象に断熱材や窓、水回り
設備などの住設建材を追加。これによってメーカ
ーの技術革新を促し、住宅・建築物の省エネ性向
上につなげることを狙っています。

冷蔵庫であれば年間消費電力量、自動車であれば
車両重量に応じた燃費で判断することになります
が、断熱材や窓は家電製品や自動車のようにエネ
ルギーを消費するものではありません。どのよう
に省エネ性を判断することになるかは、「これか
ら詳細を検討する」（経済産業省省エネルギー対
策課）とのことですが、想定されるのは熱伝導率
や熱貫流率による評価でしょう。水回り設備につ

　政府はこのほど閣議決定した省エネ法（エネルギーの使用の合理化に関する法律）の一部を改正する法
律案で、省エネ性を現時点で最も高い製品より高めることを努力義務として定めたトップランナー制度の
対象に、断熱材や窓、水回り設備などを追加することを表明しました。これら住設建材の断熱性を引き上
げることによって、住宅の省エネ性を底上げする考えです。

　また、経産省が公表
した改正案の概要によ

住設建材メーカーの技術革新促す

れば、2020 年まですべての新築住宅・建築物に
省エネ基準の適合を段階的に義務化することと
し、対象や時期、性能水準などの具体的な工程を
省エネ法改正にあわせて明確化するよう関係省庁
と調整する考え。
　今年中にこれらの動きは具体化すると見られて
おり、家づくりはまた新しい局面を迎えることに
なりそうです。

断熱材などにトップランナー制度導入
今月のトピックス

水回り設備は浴槽など対象に

断熱材・窓・水回り設備がトップランナー制度の対象となる

いては、「浴槽などお
湯を使う設備を対象と
して断熱性を評価する
方向」（同）としてい
ます。
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　制度の対象となる機器の省エネ性は、テレビや

省エネ基準義務化
の工程も明確化へ
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　現在、北海道インターナショナルスクール（Ｈ
ＩＳ）のニセコ校として利用されているニセコ町
の国際交流施設は、もともと幼稚園の園舎だった
建物です。国際的なスキーリゾート地であり、海
外の観光客の人気が高い同町では、国際交流や地
域経済の活性化をいっそう進めるため、使わなく
なったこの園舎のコンバージョンを計画してＨＩ
Ｓを誘致。改修工事を経て今年１月に開校しまし
たが、その改修工事の外壁部分に使われたのがＤ
ＡＮ壁でした。
　設計は㈱北海道日建設計（札幌市）が行い、担
当した菅原秀見設計室長は「既存のモルタル外装
に下地を打ってサイディングや鋼板で仕上げるこ
とも考えましたが、湿式仕上げの外断熱材が新築
でも使われていることに着目し、改修でも外壁の
軽量化と施工の簡略化、工期の短縮につながると

　産官学の連携によって、使わなくなり老朽化が進んだ幼稚園舎を国際交流施設にコンバージョンし、イ
ンターナショナルスクールとして開校するという取り組みが北海道のニセコ町で実現しました。そのコン
バージョンにあたって高断熱化と高耐久化の要となったのがダンネツの外断熱新外装材「ＤＡＮ壁」。今
回はこの国際交流施設の設計・施工ポイントを紹介します。

考えて採用しました。ＤＡＮ壁以外にも湿式仕上
げの外断熱材はいろいろありますが、今回の改修
工事では現場からの要望や頂いたデータなどから
判断して、ＤＡＮ壁を選んでいます」と語ってい
ます。

お話を伺った設計担当の北
海道日建設計・菅原秀見設
計室長

幼稚園舎をコンバージョンした国際交流施設の外観（右の写真はコンバージョン前の外観）

軽量で施工が容易、工期も短縮 　現場では特に窓回りや屋根と外壁との取り合い
などから雨水等が入らないように注意したとのこ
と。外装仕上げはできるだけシンプルになるよ
う、カラーはホワイトとし、リシンのようなざら
つき感のあるテクスチャーとなっています。

既存のモルタルや断熱材は流用

プライマー塗布胴縁を 455㎜ピッチで打ち付け

トップコート仕上げ胴縁間にＥＰＳ 16㎜を施工

今後も湿式仕上げの外断熱に注目

付加断熱仕様の防火構造認定書

　今後もこのような公共施設・民間施設などのコ
ンバージョンにＤＡＮ壁を始めとする湿式仕上げ
の外断熱材が普及していくか注目されるところ。
北海道日建設計・菅原設計室長は「自治体の中に
は外断熱に関心があるところもありますし、断熱

新たな防火構造認定を取得 ―断熱厚70〜120㎜の在来仕様―

　ダンネツでは、国土交通省に申請していた外断熱外装材
「ＤＡＮ壁」（だんぺき）の防火構造認定を取得。これにより、
すでに認定取得済みの仕様とあわせてＤＡＮ壁の防火構造
バリエーションが、よりいっそう充実しました。
　今回新たに取得した防火構造認定は、在来木造で断熱厚
が70 ㎜から120 ㎜まで。軸間に充てん断熱しない外断熱
仕様と、軸間にグラスウールなど繊維系断熱材を充てんし
た付加断熱仕様の両方で30分間の防火性能が認められ
ています。
　次世代省エネ基準であれば、Ⅰ地域は120 ㎜厚、Ⅲ・Ⅳ地
域は70 ㎜厚の外張り一発でクリア。次世代省エネ基準を
上回る断熱性能も「軸間充てん＋ＤＡＮ壁付加」で対応可能
となります。
　問い合わせは特販部まで（☎ 0166-61-9151、ＦＡＸ
0166-61-2044）。

　建物は鉄骨造の平屋建てで、改修にあたって既
存のグラスウールやＦＰ板などの断熱材はそのま
ま流用し、ＤＡＮ壁の施工も既存のモルタル外装
の上から行いました。具体的にはモルタル外装の
上に胴縁を 455 ㎜ピッチで留め付け、その間に
ＥＰＳ（ビーズ法ポリスチレンフォーム）16 ㎜
を納めてから 42㎜厚のＤＡＮ壁をビス・ワッシ
ャーで躯体の鉄骨に固定。その後、ＤＡＮ壁ジョ
イント部分や窓回りをグラスファイバーメッシュ
で処理し、ワッシャー部分をベースコートでつけ
おくりしてからトップコートで仕上げています。

仕様についてはその場所や建物ごと、機能やコス
トに応じて検討して決めることになりますが、外
断熱にするかどうかはその過程のどこかで考える
でしょう。外断熱なら乾式と湿式のどちらにする
かを最終的に決める土俵の上には、ＤＡＮ壁も常
にのっていると思います」と話しています。
　ニセコ町とＨＩＳ、そして設計を担当した北海
道日建設計や施工を担当した地元ゼネコン、部材
供給のダンネツなど、産官学一体のプロジェクト
として成功を収めたと言える幼稚園舎から国際交
流施設へのコンバージョン。ニセコ地域の発展と
国際化にも大きく貢献しそうです。

ＤＡＮ壁をビス・ワッシャーで留め付け
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●編●集●後●記●
♠今回紹介させて頂いたように、国土交通省から「ＤＡＮ
壁」の新たな仕様で防火構造認定を取得しました。すでに
取得済みの認定とあわせてより採用しやすくなりましたの
で、ぜひお使い頂ければと思います。（野村）

♣消費税アップが現実味を帯びてきた中で、徐々にエンド
ユーザーにも駆け込みの動きが出てきている様子。最初の
税率アップが見込まれる再来年４月まで、住宅業界にとっ
ては慌ただしい日々が続きそうです。（水越）

第 35回

Ｑ…東日本大震災以降、ＨＥ
ＭＳという設備の名前を聞く
ようになりました。省エネに
効果があるとのことですが、

どのようなものなのでしょうか？
Ａ…ＨＥＭＳ（ヘムス）は「ホームエレクトロニ
クス・マネージメントシステム」の略語で、もと
もとはＩＴ技術によって家電や照明、暖房・給湯
機器などをネットワークで結び、季節や天候、時
間帯に応じて最も省エネになるよう、それらの設
備機器を自動制御するというもの。ただ、現状で
は太陽光の発電量や電気・ガス・水道などの使用
量をモニターで表示するものが大半で、ひとこと
で言えばエネルギーを“見える化”するものです。
　費用としてはこれまで 20万円前後かかると言
われていましたが、最近では単純に電力消費をモ
ニター表示するだけであれば 9,800 円という製
品も出てきました。ハウスメーカーの中にはイン
ターネットを利用してＨＥＭＳから各家庭のエネ
ルギー消費量のデータを収集・分析し、個別に省

“ＨＥＭＳ”とは一体
どんなものなのか？

家庭内の消費電力をモニター表示する 9,800 円のＨＥＭＳ

エネのコンサルティングを行ったり、利用者専用
のホームページで省エネの工夫などの情報交換を
行えるようにするなどのサービスを提供している
ケースもあります。
　ＨＥＭＳの効果としては、太陽光発電のモニタ
ーと同様に、電力使用量など家の中のエネルギー
消費の状態を家族みんなが目で見ることによっ
て、照明や家電製品をこまめに消したりなどの省
エネ行動に結び付くことが期待されています。
　なお、経済産業省では今年度から家庭へのＨＥ
ＭＳ設置に対する補助も実施します。
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